
はじめに

　医療用麻薬の主な効能又は効果は、激しい疼痛時における

鎮痛、鎮静、鎮痙であり、特にその鎮痛効果により、がん疼

痛のある患者において痛みを緩和することができます。　

　がんの疼痛治療に関しては、WHO方式がん疼痛治療法が

活用されてきています。また、平成 19年４月に施行された

がん対策基本法（平成 28年 12 月改正）に基づき、がん対

策推進基本計画が策定され、同計画に基づいてがん患者への

緩和ケアが実施されています。同計画では、がんの疼痛緩和

に用いられる医療用麻薬の使用が推進されており、近年は、

地域包括ケアの進展により在宅医療の重要性が高まっている

ことから、医療用麻薬の適正使用がこれまで以上に求められ

ております。

　一方、医療用麻薬は乱用されれば保健衛生上の重大な危害

を生じるおそれがあることから、その使用や管理は法令によ

り厳格に規定されており、その取り扱いには十分な知識と注

意が必要となります。

　医療用麻薬の使用には、このように相反する２つのポイン

トがあります。医療用麻薬の適正な使用を推進していく上で、

医療用麻薬を施用する者、管理する者、服用する者そしてこ

れらに係わる者がそれぞれの立場で適切な情報をもつことが

必要不可欠です。

　本ガイダンスは、臨床における適切な緩和医療の積極的な



実施とその際の医療用麻薬の管理のための簡便なマニュアル

として、また、日常の診療等の場で必要な事柄が容易に確認

でき、活用いただけるよう作成されています。

　各項目には、医療用麻薬に関する必要最低限の情報が簡潔

に記述されており、詳細については、必要に応じて付録や参

考図書等を参照いただくことを前提としています。

　本ガイダンスが麻薬に携わる医師を中心に薬剤師、看護師

等の医療用麻薬に係る理解の一助となり、管理と合わせ、が

ん疼痛治療の分野において医療用麻薬の使用が推進されるこ

とを願っています。
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　医療用麻薬の使用及び管理について、入院、外来あるいは在宅

医療の場でポケットに入れて、基本的な事項をその場で確認でき

ることを目的に作成したものであり、各事項（記述、図表など）

に関する詳細を知りたい場合などは、本ガイダンスの作成にあた

り参考にした参考書籍等を参照する。

　図表に関しては、参考のための例示や目安などとして示してい

ることに留意する。

○　医療用麻薬の使用方法について

・　現時点において学会や専門家などが推奨する用法や用量等

を記載しているので、患者の状態等によっては、本ガイダ

ンスの用法や用量等が適当ではない場合があることに留意

する。

・　各種の情報は変化するものであり、医薬品については添付

文書などで用法・用量等を確認した上で使用する。

　

○　処方・交付

・　学会や専門家などのこれまでの知見をもとに記載している

ため、実際には、患者個人の状況等に応じた対応が必要と

なる場合があることに留意する。

本ガイダンスの使い方



○　医療用麻薬を携帯して海外渡航する場合

・　麻薬については、各国において厳格な規制があるので注意

する。

　　※　詳細については、各関係機関等に問い合わせる。

○　医療用麻薬の管理

・　麻薬施用者及び麻薬管理者が留意する基本的な注意事項を

記述しているので、細部の確認については、参考にした参

考書籍等を参照する。

　　　これらの事項は麻薬小売業者等においても参考となる。


